
広報　常陸大宮　　　　平成１９年６月号４

２１世紀は、これまでの大量生産・大量消費・大量廃棄という『使い捨て』社会に別れを告　２１世紀は、これまでの大量生産・大量消費・大量廃棄という『使い捨て』社会に別れを告
げる世紀です。げる世紀です。
環境を守るためには、一人ひとりの取り組みが大切です。これまで廃棄されていたものを　環境を守るためには、一人ひとりの取り組みが大切です。これまで廃棄されていたものを

再使用・再利用することによって、地球からもらった大切な資源を循環させ、新しい社会を再使用・再利用することによって、地球からもらった大切な資源を循環させ、新しい社会を
目指しましょう。目指しましょう。

　

私
た
ち
の
生
活
か
ら
は
、
毎
日
た
く
さ

ん
の
ご
み
が
で
て
い
ま
す
。
ご
み
と
一
言

で
い
っ
て
も
、
そ
の
中
の
ほ
と
ん
ど
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
内

１８

訳
は
、
下
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、　

％
７８

が
可
燃
ご
み
で
、
そ
の
中
に
は
雑
誌
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
紙
類
・
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
も
た
く
さ
ん
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を

資
源
ご
み
と
し
て
出
す
な
ど
、
普

段
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
ご

み
の
減
量
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
一
人
あ
た
り
の
ご
み
の
量

は
、
３
１
９
・
３
�
、
１
年
間
の
ご

み
を
処
理
す
る
の
に
か
か
る
費
用

は
４
億
７
’６
２
３
万
円
。一
人
あ

た
り
に
す
る
と
１
０
’１
１
７
円

と
な
り
ま
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
や
豊
か
な
自
然

を
子
ど
も
た
ち
に
残
し
て
い
く
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
大
量
消
費
・
使

い
捨
て
の
生
活
を
見
直
し
、
環
境

に
や
さ
し
い
循
環
型
の
生
活
に
変

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
や
さ
し

い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
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一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
３
割
は
生

ご
み
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
有
効

活
用
す
る
た
め
に
生
ご
み
処
理
機
が
あ
り

ま
す
。
電
気
式
や
ぼ
か
し
を
使
用
す
る
種

類
が
あ
り
、
こ
れ
で
生
ご
み
の
量
を
減
ら

し
た
り
、
肥
料
に
し
て
再
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
価
格
の

１
／
２
を
補
助
し
て
い
ま
す
。（
限
度
額

有
り
）

①
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
専
用
容
器

　
（
１
基
に
つ
き
３
’０
０
０
円
限
度
）

②
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

　
（
１
基
に
つ
き
３
’０
０
０
円
限
度
）

③
電
気
式
家
庭
用
処
理
機

　
（
２
０
’０
０
０
円
限
度
）

＊
①
、
②
に
つ
い
て
は
、
２
基
ま
で
補
助

し
ま
す
。

一人あたり
年間搬出量
（kg）

常住人口
（年度末）

合　計
（トン）資源ごみ粗大ごみ可燃ごみ地　域年　度

３２１．５４３，５５８１４，００３２，１５７９９０１０，８５６大宮環境

Ｈ１６年度 ２３０．４４，２６３９８２８９８９８０４城北環境

３１３．４４７，８２１１４，９８５２，２４６１，０７９１１，６６０合 計

３３２．３４３，２３８１４，３６７２，１２４９５４１１，２８９大宮環境

Ｈ１７年度 ２２０．３４，３１７９５１８５９０７７６城北環境

３２２．１４７，５５５１５，３１８２，２０９１，０４４１２，０６５合 計

３２８．８４２，８３４１４，０８３２，２４１１，０３６１０，８０６大宮環境

Ｈ１８年度 ２２３．３４，２４０９４７８０７８７８９城北環境

３１９．３４７，０７４１５，０３０２，３２１１，１１４１１，５９５合 計
※大宮環境：大宮・山方・美和・緒川地域　　城北環境：御前山地域
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※資源ごみ：缶、ビン、紙類、ペット
ボトル、発泡スチロール等
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ご
み
の
中
に
は
、
ペッ
ト
ボ
ト
ル
や
新
聞

紙
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
繰
り
返
し

使
う
こ
と
が
で
き
る
ご
み
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
決
め

ら
れ
た
こ
と
を
守
り
排
出
し
ま
し
ょ
う
。
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＊
ご
み
集
積
所
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
き
れ

い
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
グ
ラ
フ
で
も
分
か
る
よ
う
に
各
地

域
で
不
法
投
棄
が
あ
り
、
悪
質
化
し
て
い

ま
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
る
場
所
と
し
て
、
河
川

敷
や
道
路
わ
き
の
空
き
地
、
広
場
が
狙
わ

れ
や
す
い
よ
う
で
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
�
ご
み
�
は
、
土
地

の
持
ち
主
の
責
任
で
処
分
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
と
き
、
あ
る
い

は
不
審
な
車
等
を
見
た
場
合
に
は
、
ナ

ン
バ
ー
を
控
え
る

な
ど
し
て
、
本
庁

環
境
課
（
�　

－
５２

１
１
１
１
）
又
は

各
総
合
支
所
市
民

課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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市
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
ご
み
の

有
効
な
活
用
を
図
る
た
め
、
ビ
ン
・
カ
ン
・

ポ
リ
ケ
ー
ス
・
雑
誌
・
新
聞
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
・
布
類
等
な
ど
、
再
利
用
で
き
る
も
の

を
回
収
し
た
団
体
（
子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
）に
対
し
て
報
奨
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

＊
回
収
す
る
団
体
は
、
事
前
に
市
へ
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

２，８３５円テ レ ビ

３，１５０円エ ア コ ン

４，８３０円冷蔵庫・冷凍庫

２，５２０円洗 濯 機
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〈主要家電メーカー料金〉

平成１８年度不法投棄ごみ処理量

粗大
ごみ

エア
コン洗濯機冷蔵庫テレビ地　域

９．１０１９１３５０大　宮

２．４４８９１８山　方

２．０３６５９美　和

１．２１２８１２緒　川

４．４５３６１４御前山

１９．１１３３８４１１０３合　計

単位：台（粗大ごみのみトン）
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【問い合わせ先】
市民部環境課　�５２－１１１１　内線２３８
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市
で
は
、
悪
臭
防
止
法
に
基
づ
き
工
場
・

事
業
所
等
か
ら
発
生
す
る
悪
臭
に
つ
い

て
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
硫
化
水
素
な
ど　

物
２２

質
の
濃
度
規
制
と
、
人
の
鼻
で
臭
い
を
判

定
す
る
臭
気
規
制
で
対
応
し
て
き
ま
し
た

が
、
生
活
環
境
保
全
の
た
め
、
県
の
地
域

指
定
を
受
け
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

１９

市
内
全
域
を
、
人
の
鼻
で
臭
い
を
判
定
す
る

臭
気
規
制
基
準
に
統
一
し
ま
し
た
。

■�
�
�
�
��
■

・
大
宮
地
域

　

種
類
の
悪
臭
原
因
物
質
の
濃
度
規
制

２２か
ら
嗅
覚
測
定
法
に
よ
る
臭
気
指
数
規

制
に
な
り
ま
す
。ま
た
、
従
来
の
市
街
化

区
域
の
み
か
ら
、
全
域
に
拡
大
し
ま
す
。

・
山
方
・
美
和
・
緒
川
・
御
前
山
地
域

臭
気
指
数
基
準
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

■�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


��
■

　

臭
気
指
数
規
制
は
、
複
数
の
人
の
鼻
で

臭
い
を
か
い
で
臭
い
の
状
態
を
数
値
化
し

た
も
の
で
す
。　

物
質
以
外
の
悪
臭
物
質

２２

の
臭
い
や
い
ろ
い
ろ
な
臭
い
が
混
ざ
っ
た

複
合
臭
も
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■�
�
�
�
��
■

　

�
何
の
臭
い
か
が
分
か
る
臭
い

１４
　

�
楽
に
感
知
で
き
る
臭
い

１６
　

�
楽
に
感
知
で
き
る
臭
い
と
強
い
臭

１８

い
の
間

■�
�
�
�
��
■

　

市
の
す
べ
て
の
工
場
や
事
業
所
か
ら
発

生
す
る
悪
臭
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

■�
�
�
�
�
��
■

　

県
条
例
に
よ
り
豚
舎
・
鶏
舎
・
家
畜
ふ
ん

尿
堆
肥
舎（
面
積
用
件
有
り
）等
特
定
施
設

の
設
置
者
は
、
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

市
役
所
は
、
行
政
機
関
と
し
て
各
種
環

境
施
策
の
推
進
や
市
民
・
事
業
者
へ
の
指

導
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
率
先
し
て
環

境
保
全
に
努
め
る
地
域
の
環
境
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
市
役
所
の
立
場
を
踏
ま
え
、
率
先
し

て
環
境
保
全
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
・
事
業
者
の
模
範
と
な
り
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
て
環
境
保
全
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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合
併
に
伴
い
、
旧
町
村
で
取
り
組
ん
で

い
た
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
を
平
成

　

年
度
に
見
直
し
、
新
た
に
常
陸
大
宮
市

１８の
事
務
及
び
事
業
に
関
し
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
の
抑
制
の
た
め
の
措
置
な
ど
、

環
境
保
全
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
��

◎
使
用
の
取
り
組
み
削
減

　

電
気
、
燃
料
、
用
紙
、
水
道 

◎
廃
棄
物
等
の
取
り
組
み
削
減

　

ご
み
の
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
ご
み
の

排
出
抑
制

◎
物
品
購
入
の
配
慮

　

用
紙
、
電
気
製
品
、
公
用
車
、
文
具
・

事
務
機
器
、
容
器
・
包
装
材
な
ど

�
�
�
�
�

�
�
�
��

　

市
役
所
の
事
務
・
事
業
に
伴
い
排
出
さ

れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
※

総
排
出
量
を
、
平

成　

年
度
（
基
準
年
）
に
対
し
て
平
成　

１７

２３

年
度
ま
で
に
、
５
％
以
上
削
減
し
ま
す
。

　

市
役
所
の
事
務
・
事
業
に
伴
う
温
室
効

果
ガ
ス
総
排
出
量
を
基
準
年
に
比
べ
５
％

削
減
す
る
と
、
約
１
９
２
ｔ
�
�
が
削
減

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
削
減
量
と
同
等
の
効
果
を
得
る
た

め
に
必
要
な
杉
の
木
は
、約
１
３
’７
０
０

本
（　

年
生
）
と
な
り
、
削
減
目
標
が
達

５０

成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
の
大
き
な
効
果
と
な
り
ま
す
。

臭気
指数

規　　　制　　　地　　　域

１４

都市計画法の第一種低層住居専用地域、第二種低層住
居専用地域、第一種中高層住居専用地域、第一種住居
地域、第二種住居地域、準住居地域及び近隣商業地域
として定められた地域

１６都市計画区域内用途未指定地域及びその他の地域

１８
都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第８条第１項の規
定により工業専用地域として定められた地域

常陸大宮市臭気指数規制基準
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総排出量
（kg-CO２）

活動別内訳
温室効果ガスを
排出する活動 総排出量に

占める割合
排出量

（kg-CO２）

３，８４４，９２７

６．９％２６６，２８２ガソリン

燃料の使用
二酸化炭素

４．４％１６９，２９８軽油
１４．０％５３６，６０２灯油
７．８％２９８，３７１Ａ重油
２．９％１１１，５５３ＬＰＧ
６３．６％２，４４５，１７６電気の使用※
０．０％６７４公用車の走行メタン
０．３％１３，６６２公用車の走行一酸化二窒素
０．１％３，３３５カーエアコンの使用ＨＦＣ

市役所の温室効果ガス排出量（平成１７年度）

※電気の使用に伴う温室効果ガス排出量は、上下水道関連施設・設備を除いた値



広報　常陸大宮　　　　平成１９年６月号７
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・
散
歩
の
と
き
も
、
引
き
綱
は
必
ず
つ
け

ま
し
ょ
う
。

・
特
定
犬
は
、オ
リ
の
中
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
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�


�
�
�
�
�
�

・「
鑑
札
・
注
射
済
票
」
は
必
ず
首
輪
な

ど
に
装
着
し
ま
し
ょ
う
。（
所
有
者
の

明
示
）
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�

・
む
だ
吠
え
し
な
い
よ
う
に
し
つ
け
ま

し
ょ
う
。

・
飼
っ
て
い
る
場
所
を
清
潔
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
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�

・
愛
犬
の
「
ふ
ん
」
の
始
末
は
飼
い
主
の

義
務
で
す
。
散
歩
中
、「
ふ
ん
」
を
し
た

と
き
は
、
必
ず
持
ち
帰
り
、
環
境
美
化

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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・
子
犬
、
子
猫
は
飼
っ
て
い
た
だ
け
る
方

が
必
ず
見
つ
か
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

飼
い
主
の
責
任
で
避
妊
・
去
勢
手
術
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
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�
�

�
�
�

・
無
責
任
な
飼
い
方
は
、み
だ
り
に
繁
殖
さ

せ
、犬
・
猫
を
不
幸
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

飼
う
な
ら
責
任
を
も
っ
て
、
他
人
へ
の

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
正
し
く
飼
い
ま

し
ょ
う
。
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�
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�
�
�
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�

・
飼
い
犬
が
人
に
か
み
つ
く
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
人
に
危
害
（
人
を
か
ん

だ
等
）
を
加
え
た
場
合
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。

※
犬
・
ね
こ
に
関
す
る
相
談
は
、茨
城
県
動
物

指
導
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
、
二
酸
化
炭
素
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
器（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）を
設
置
す
る
方
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
、市

民
部
環
境
課
又
は
総
合
支
所
市
民
課
へ
）

　

補
助
金
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
太
陽
光
電
池
出
力
１
�
あ
た
り

４
万
５
千
円
４
・
０
�
ま
で
、
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
を
設
置
す
る
方
に
つ
い
て
は
６

万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
及
び
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
の
補
助
金
交
付
申
請
の
締
め
切
り
は
、

平
成　

年　

月　

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

１９

１２

２８

す
の
で
、
補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

早
め
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
で
は
業
者
を
通
じ
て
の
推
進

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
設
置
の
際

は
、
十
分
検
討
の
う
え
契
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

��������������������������������

��������������
　平成１８年度に太陽光システム４９基・エコキュー
ト１２６器の補助金の交付があり、環境にやさしい
生活宣言書を１３４人の方にいただき、環境に配慮
した生活に取り組んでいただいています。
　この機器の設置によるCO２削減効果は、杉の木
約９，６００本分（５０年生）、CO２の吸収量は約１３４トン
となり、家庭からのCO２排出削減に大きな効果を
あげています。
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※平成１６年度森林・林業白書（林野庁）より積算




